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2007年3月号　マスメディアが報道しないイラン　Inside Iran

NI  No.398 March 2007
Inside Iran

＜内容＞
（本文は英語です）

●戸別訪問から見えてきたこと
テヘランで女性の権利の擁護を訴
えるパンフレットを持って戸別訪問
を行った様子と、そのキャンペーン
スタッフのつぶやきを伝える。

●イランの貧困層に聞く
イランの貧しい人々は、政府の政策
や社会の状況、宗教についてどう
思っているのだろうか？　テヘラン
南部の貧しい地区で人々に尋ねた。

●ブログから見えてくるイランの新しい世代
国民の3分の2が30歳未満という若い国、イラン。若者たち
はインターネットのブログで当局の目を盗みながら盛んに
自由な意見を交わし、しばしば町で行動にも訴える。そこ
から見える意見や様子は、外国メディアが伝えることのな
い希望を内包するイランの姿である。

　

●奴隷制廃止運動の軌跡
2007年3月25日、英国植民地における奴隷貿易が廃止さ
れてから200年が過ぎた。当時は、先駆的な大衆運動が
20年の時を費やして奴隷制廃止を勝ちとった。そして今日、
21世紀の奴隷制をなくすための取り組みがより一層求め
られている。　

---そのほかの記事についてはウェブサイトをご覧ください---

⇒ウェブサイトに翻訳を掲載中

⇒メルマガで一部配信
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マスメディアが報道しないイラン

＜内容＞
(本文は日本語です)

1　イントロダクション
― やわらか頭で前進する

2　イランの目線で世界を見ると
世界のさまざまなマスメディアは、イ
ランの核問題をめぐる国際社会とイ
ラン側の反応、そしてイラン強行派
が支配するこの国の政治・社会の
状況などを報道している。しかし、私
たちが受け取る情報の多くは、イラ
ン対国際社会という構図の中で、単
に国際社会の視点から現在の事象
を伝えているものにすぎない。

10　イランの日常風景より
キャンペーンTシャツでハイキング、サッカーワールドカップ
のサポーター、女性消防士、れんが窯で働く女性、そして
‘不道徳’を取り締まる警察官など、イランの生活を写真で
見てみよう。

14　イラン ― その事実
人間開発、政治体制、出生率、石油経済、人権に関する
データから見るイランの現状。

20　イラン小史
エラム文明が生まれた紀元前4000年紀から近代まで、この
国は世界の中心のひとつとして歴史を形づくってきた。

30　コンタクトポインツ
今月のトピックをもっと深く知りたい、何か行動したいという
人のための日本の情報源。

32　世界の国のプロフィール　―　タジキスタン

36　世界のニュース

・丸腰にされる警察官（メキシコ）

・ビッグバッドワールド（風刺漫画）

***NIジャパンはNIからの翻訳記事を中心に構成されています***

NI（英語、A4・カラー、約40ページ）と日本編集のNIジャパン
(日本語、A5・モノクロ、40ページ)をセットでお届けします。
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核問題とそれに対する国連の制裁決議採択に加え、イラン領海

内に侵入したとして英海軍兵士の拘束事件も発生し、イランと国

際社会の溝は一層深まっている。世界のメディアでは、イランが

望むのは緊張の緩和よりも対立の深まりであり、危険な瀬戸際外

交であるというような報道が多く見られる。また、国連を初めとす

る国際社会や英国への抗議行動を起こすイランの市民や学生の

様子もたびたび報道されている。イランを外の世界から眺めると、

当然見えてくるのは強硬な政治家や宗教指導者層や怒りに駆ら

れた民衆の姿など、ニュース素材になるものばかりである。そして

そのイメージが、報道の受け手の脳裏に深く刻み込まれていく。し

かしその種の報道は、7,000万人のイラン人のほんの一部の姿を

一時的に切り取ったものにすぎない。当然そこには普通の営みが

あり、偏狭な政治家・宗教指導者層に対して反発を抱き行動を起

こしている人々も存在する。今月のNIは、イランの日常生活の写

真や紀元前4000年紀にまでさかのぼる歴史、ブログから垣間見

る若者たちの考えなど、より幅広いイラン像を紹介する。


